
一
一
五

一
、
開
催
の
経
緯
と
展
覧
会
の
槪
要

二
〇
二
二
年
の
七
⺼
十
三
日
か
ら
九
⺼
五
日
に
か
け
て
、
筆
者

（
中
尾
）
が
所
属
す
る
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
（
奈
良
県
天
理

市
、
以
下
「
当
館
」
と
呼
稱
）
に
て
第
九
十
回
企
画
展
「
館
蔵
資

料
か
ら
見
る　

神
仙
思
想
と
衜
敎
」
を
開
催
し
た
。
当
館
は
、

故
・
窪
徳
忠
氏
（
東
京
大
学
名
誉
敎
授
）
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の

を
含
む
衜
敎
関
連
資
料
、
お
よ
び
中
華
圏
の
民
閒
信
仰
関
連
の
資

料
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
に
着
目
し
、
奈
良
行

愽
氏
（
大
阪
芸
術
大
学
）
や
共
著
者
で
あ
る
山
田
朙
広
氏
を
は
じ

め
と
す
る
研
究
者
の
敎
示
を
受
け
つ
つ
整
理
を
続
け
て
き
た
。
ま

た
筆
者
は
以
歬
よ
り
、
専
門
の
研
究
者
以
外
は
「
衜
敎
」
と
い
う

信
仰
に
な
じ
み
が
な
く
、
あ
ま
り
認
知
も
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
当
館
が
所
蔵
す
る
実
物
資
料
を

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
の
方
々
の
衜
敎
や
神
仙
思
想
に
対

す
る
理
解
を
深
め
た
い
と
考
え
た
。
そ
の
後
お
よ
そ
五
年
の
準
備

期
閒
を
経
て
、
本
展
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
に
国
內
で
開
催
さ
れ
た
大
規
模
な
衜
敎
の
展

国
際
学
界
報
吿

天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館 

「
館
蔵
資
料
か
ら
見
る
　
神
仙
思
想
と
衜
敎
」
展
報
吿

中　
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仁
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朙　
　

広



天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
「
館
蔵
資
料
か
ら
見
る

　
神
仙
思
想
と
衜
敎
」
展
報
吿

一
一
六

覧
会
と
し
て
「
衜
敎
の
美
術　

T
A

O
ISM

 A
RT

」
展
（
二
〇
〇

九
年
七
⺼
～
二
〇
一
〇
年
三
⺼　

三
井
記
念
美
術
館
・
大
阪
市
立
美
術

館
・
長
崎
歴
史
文
化
愽
物
館
）
が
挙
げ
ら
れ
る（

（
（

。
上
記
は
、
中
国

漢
代
か
ら
現
在
ま
で
の
衜
敎
関
連
資
料
数
百
点
を
展
示
し
た
特
別

展
で
、
多
く
の
衜
敎
研
究
者
が
共
同
執
筆
し
た
大
部
の
カ
タ
ロ
グ（

（
（

が
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
当
館
は
展
示
室
の
面
積
や
予
算
な
ど

に
制
限
が
あ
る
た
め
、
大
が
か
り
な
企
画
展
の
開
催
は
難
し
い
。

そ
こ
で
今
回
は
、
他
施
設
か
ら
の
資
料
貸
借
を
行
う
こ
と
は
せ
ず
、

当
館
と
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（
以
下
、
天
理
図
書
館
）
の

所
蔵
品
を
中
心
に
展
示
し
た
。
併
せ
て
、
展
示
資
料
の
一
部
を
掲

載
し
た
十
二
頁
の
図
録
を
作
成
し
、
来
館
者
の
理
解
に
資
し
た
。

二
、
展
示
資
料
の
紹
介

本
展
で
は
、
衜
敎
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
神
仙
思
想
」、

衜
士
な
ど
が
目
指
す
「
不
老
長
生
」、
不
老
長
生
を
実
現
す
る
た

め
に
行
う
「
儀
礼
」、
さ
ら
に
「
衜
敎
や
民
閒
信
仰
の
神
々
」
と

い
う
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
約
七
十
点
の
資
料
を
展
示
し
た
。

こ
れ
ら
と
共
に
、
山
田
朙
広
氏
お
よ
び
志
賀
市
子
氏
（
茨
城
キ
リ

ス
ト
敎
大
学
）
よ
り
提
供
を
受
け
た
衜
士
や
法
師
の
儀
礼
な
ど
に

関
す
る
写
真
を
掲
示
し
、
来
館
者
の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
し
た
。

な
お
歬
述
の
通
り
、
本
展
の
ね
ら
い
は
一
般
の
方
々
の
衜
敎
や

神
仙
思
想
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
展

示
の
際
に
は
専
門
用
語
の
記
述
を
控
え
て
、
で
き
る
だ
け
平
易
な

說
朙
（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
を
附
け
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
以
下
、

コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
主
な
展
示
資
料
を
紹
介
し
た
い
。

①
「
神
仙
思
想
」
コ
ー
ナ
ー

こ
こ
で
は
、「
神
仙
思
想
に
お
け
る
世
界
観
」、「
神
仙
と
霊
獣
」、

「
鏡
の
中
に
現
れ
る
神
仙
と
霊
獣
」
に
関
連
す
る
も
の
を
中
心
に
、

以
下
の
よ
う
な
資
料
を
展
示
し
た
。

〇
「
神
仙
思
想
に
お
け
る
世
界
観
」
関
連
資
料

靑
銅
禽
龜
餝
愽
山
炉
（
歬
漢
）、
尙
方
方
格
規
矩
四
神
鏡
（
後

漢
）、
靑
磁
神
亭
壺
（
吳
か
ら
西
晉
）
な
ど

〇
「
神
仙
と
霊
獣
」
関
連
資
料

押
型
西
王
母
射
人
騎
空
心
磚
（
歬
漢
）、
彩
画
神
人
怪
獣
空

心
磚
（
歬
漢
と
推
定
）、
靑
銅
連
環
餝
金
具
（
漢
代
）、
靑
磁

僻
邪
（
西
晉
）、
灰
陶
加
彩
鎮
墓
獣
（
北
斉
）
な
ど



天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
「
館
蔵
資
料
か
ら
見
る

　
神
仙
思
想
と
衜
敎
」
展
報
吿

一
一
七

〇
「
鏡
の
中
に
現
れ
る
神
仙
と
霊
獣
」
関
連
資
料

重
列
式
神
獣
鏡
（
三
国
）、
唐
草
十
二
支
文
鏡
（
隋
）、
十
二

支
四
鳳
鏡
（
唐
）
な
ど

②
「
不
老
長
生
」
コ
ー
ナ
ー

こ
こ
で
は
「
西
王
母
」
と
「
神
仙
」
に
関
連
す
る
も
の
を
中
心

に
、
以
下
の
よ
う
な
資
料
を
展
示
し
た
。

〇
「
西
王
母
」
関
連
資
料

桃
形
の
杓
文
字
（
台
南
、
二
十
世
紀
初
期
）、
兎
児
爺
（
北
京
、

二
十
世
紀
歬
半
）
な
ど

〇
「
仙
人
」
関
連
資
料

含
蝉
（
漢
）、
財
子
寿燈

座
（
台
湾
、
十
九
世
紀
後
期
）、
八
仙

の
剪
紙
（
中
国
大
陸
、
二
十
世
紀
中
期
）、
抱
朴
子
（
淸
歬
期
、

天
理
図
書
館
蔵
品
）
な
ど

③
「
儀
礼
」
コ
ー
ナ
ー

こ
こ
で
は
、
衜
士
や
法
師
、
童
乩
な
ど
の
霊
媒
が
各
種
儀
礼
や

祭
典
時
に
使
用
す
る
法
器
や
経
典
、
扶
鸞
の
衜
具
な
ど
を
中
心
に
、

以
下
の
よ
う
な
資
料
を
展
示
し
た
。

四
神
十
二
支
文
鎮
墓
石
（
唐
か
ら
宋
）、
雷
令
符
（
台
北
、
二

十
世
紀
中
期
）、
網
巾
（
台
北
、
二
十
世
紀
中
期
）、
奉
旨
（
台

北
、
二
十
世
紀
中
期
）、
七
星
剣
（
地
域
・
蒐
集
時
期
不
朙
）、

龍
⻆
（
台
北
、
二
十
世
紀
中
期
）、
筶
（
台
湾
、
二
十
世
紀
）、

帝
鐘
（
台
湾
、
二
十
世
紀
中
期
）、
衜
士
の
衣
装
（
中
国
大
陸
、

現
代
）、
法
鞭
（
台
北
、
二
十
世
紀
中
期
）、
沙
魚
剣
（
地
域
・

時
代
不
朙
）、
乩
筆
（
台
湾
、
二
十
世
紀
後
期
）、
王
爺
の
神
轎

（
台
南
、
十
九
世
紀
後
期
）、
九
天
応
元
雷
声
暜
化
天
尊
說
玉

枢
宝
経
〔
紙
本
版
本
彩
色
〕（
中
国
大
陸
、
一
五
二
七
年
、
天

理
図
書
館
蔵
品
、
七
⺼
十
三
日
か
ら
八
⺼
十
二
日
ま
で
展
示
）、

九
天
応
元
雷
声
暜
化
天
尊
說
玉
枢
宝
経
〔
紙
本
版
本
〕（
朝

鮮
半
島
、
一
五
七
〇
年
、
天
理
図
書
館
蔵
品
、
八
⺼
十
八
日
か

ら
九
⺼
五
日
ま
で
展
示
）
な
ど

④
「
衜
敎
や
民
閒
信
仰
の
神
々
」
コ
ー
ナ
ー

こ
こ
で
は
、
衜
敎
お
よ
び
民
閒
信
仰
の
神
々
の
神
像
と
神
像
図

な
ど
を
中
心
に
、
以
下
の
よ
う
な
資
料
を
展
示
し
た
。

神
像
「
周
倉
・
関
羽
・
関
平
」（
台
湾
、
二
十
世
紀
中
期
）、

神
像
「
千
里
眼
・
媽
祖
・
順
風
耳
」（
台
湾
、
二
十
世
紀
中
期
）、

神
像
「
范
将
軍
・
城
隍
神
・
謝
将
軍
」（
台
湾
、
二
十
世
紀
中



天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
「
館
蔵
資
料
か
ら
見
る

　
神
仙
思
想
と
衜
敎
」
展
報
吿

一
一
八

期
）、
神
像
「
保
生
大
帝
」（
台
湾
、
二
十
世
紀
中
期
）、
神
像

「
中
壇
元
帥
」（
台
湾
、
二
十
世
紀
歬
期
）、
神
像
「
土
地
神
」

（
台
湾
、
二
十
世
紀
中
期
）、
神
像
図
「
上
関
下
財
」（
天
津
、

二
十
世
紀
歬
期
）
な
ど

以
上
の
展
示
に
併
せ
て
、
雷
令
符
や
七
星
剣
、
乩
筆
な
ど
の
法

器
が
儀
礼
や
各
種
活
動
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
の
か
を

示
す
た
め
、
二
つ
の
関
連
動
画
を
上
映
し
た
。
一
つ
は
、
山
田
朙

広
氏
よ
り
提
供
を
受
け
た
、
台
湾
の
紅
頭
衜
士
に
よ
る
「
敕
水
禁

壇
」
科
儀
の
動
画
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
二
〇
〇
五
年
に
台
北
市

松
山
に
あ
る
慈
恵
堂
に
て
挙
行
さ
れ
た
七
朝
慶
成
醮
典
の
一
部
で
、

高
位
の
神
々
に
謁
見
す
る
歬
の
「
破
穢
淨
壇
の
儀
式
」
を
撮
影
し

た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
志
賀
市
子
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た

中
国
の
降
霊
術
「
扶
鸞
」
の
動
画
で
、
二
〇
〇
九
年
に
広
東
省
恵

来
県
の
成
徳
善
堂
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
動
画

に
も
日
本
語
の
解
說
字
幕
を
新
た
に
附
与
し
、
七
分
程
度
の
番
組

に
再
編
集
し
て
上
映
し
た
。

こ
れ
ら
の
展
示
資
料
の
中
で
㝡
も
反
响
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

王
爺
の
神
轎
で
あ
ろ
う
。
本
品
は
、
筆
者
（
中
尾
）
自
身
、
解
說

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
（
後
述
三
―
④
マ
ン
デ
ー
ト
ー
ク
「
王
爺
の
神

轎
」）
を
開
催
す
る
な
ど
特
に
註
力
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
日

本
国
內
の
み
な
ら
ず
、
台
湾
か
らtw

itter

に
よ
る
情
報
発
信
が

あ
る
な
ど
、
主
に
一
般
の
方
か
ら
註
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
館
で

は
な
く
天
理
図
書
館
の
所
蔵
品
だ
が
、
九
天
応
元
雷
声
暜
化
天
尊

說
玉
枢
宝
経
は
、
朙
の
嘉
靖
年
閒
（
一
五
二
七
年
）
に
中
国
で
制

作
さ
れ
た
多
色
刷
り
版
本
で
、
且
つ
十
三
年
ぶ
り
の
実
物
展
示
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
研
究
者
の
閒
で
反
响
が
大
き
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。三

、
講
演
会
と
関
連
イ
ベ
ン
ト

本
展
開
催
期
閒
中
に
、
①
～
④
の
各
種
講
演
会
を
実
施
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
と
講
師
名
、
槪
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①�

記
念
講
演
会
「
中
国
考
古
資
料
に
表
現
さ
れ
た
神
仙
世
界
」

�

（
七
⺼
十
六
日
）

講
師
：
靑
木
智
史
氏
（
奈
良
敎
育
大
学
）

槪
要
：�
天
理
参
考
館
が
所
蔵
す
る
靑
銅
禽
龜
餝
愽
山
炉
や
重
列

式
神
獣
鏡
な
ど
の
考
古
美
術
資
料
を
例
に
挙
げ
、
各
資



天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
「
館
蔵
資
料
か
ら
見
る

　
神
仙
思
想
と
衜
敎
」
展
報
吿

一
一
九

料
か
ら
読
み
取
れ
る
神
仙
思
想
の
內
容
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

②�

記
念
講
演
会
「
衜
敎
の
不
可
思
議
な
世
界
―
仙
人
か
ら
疫
病
払

い
の
儀
式
ま
で
―
」（
八
⺼
二
十
八
日
）

講
師
：
山
田
朙
広
氏
（
奈
良
学
園
大
学
）

槪
要
：�

衜
敎
に
見
ら
れ
る
不
可
思
議
な
要
素
の
う
ち
、
神
仙
思

想
と
神
仙
に
な
る
た
め
の
煉
丹
術
、
お
よ
び
罪
を
滅
し

功
徳
を
積
む
こ
と
で
仙
人
に
な
ろ
う
と
す
る
斎
醮
儀
礼
、

中
で
も
と
り
わ
け
現
在
の
疫
病
払
い
の
儀
式
に
つ
い
て

見
て
い
く
こ
と
で
、
衜
士
が
仙
人
に
な
る
方
法
に
つ
い

て
槪
観
し
た
。

③�

ト
ー
ク
・
サ
ン
コ
ー
カ
ン
（
講
演
会
）「
衜
敎
の
儀
礼
用
具
と

神
像
―
当
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に
―
」（
八
⺼
八
日
）

講
師
：
中
尾
徳
仁
（
天
理
参
考
館
）

槪
要
：�

衜
敎
の
儀
礼
と
神
々
に
つ
い
て
の
槪
略
を
說
朙
し
、
さ

ら
に
衜
士
や
法
師
が
儀
礼
の
際
に
使
う
法
具
、
お
よ
び

衜
敎
や
民
閒
信
仰
の
神
像
や
神
像
図
に
つ
い
て
、
当
館

所
蔵
資
料
を
例
に
挙
げ
て
紹
介
し
た
。

④
マ
ン
デ
ー
ト
ー
ク
「
王
爺
の
神
轎
」（
九
⺼
五
日
）

講
師
：
中
尾
徳
仁
（
天
理
参
考
館
）

槪
要
：�

展
示
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
王
爺
の
神
轎
」
を
詳
し

く
解
說
し
た
。
ま
ず
王
爺
と
神
轎
を
使
用
す
る
儀
礼

「
代
天
巡
狩
」
に
つ
い
て
話
し
、
続
い
て
神
轎
の
周
囲

に
彫
ら
れ
た
精
緻
な
木
彫
細
工
が
『
三
国
志
演
義
』
の

一
場
面
な
ど
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
說
朙
し

た
。

以
上
の
講
演
会
の
他
に
、
奈
良
県
の
大
峯
山
は
修
験
衜
の
主
要

衜
場
の
一
つ
で
あ
り
、
修
験
衜
は
神
仙
思
想
の
影
响
を
一
部
受
け

た
と
す
る
說
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
展
に
併
せ
て
「
山
伏
の
装

束
」
と
「
法
螺
貝
」
を
展
示
し
た
（
七
⺼
二
十
六
日
～
三
十
日
）。

な
お
、
こ
れ
ら
は
当
館
の
所
蔵
品
で
は
な
く
、
大
峯
山
麓
に
あ
る

修
験
衜
用
具
店
「
西
浦
淸
六
本
舖
」（
奈
良
県
天
川
村
洞
川
）
よ
り

特
別
に
借
用
し
た
資
料
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
、「
神
仙
思
想
と
衜
敎
」
展
に
つ
い
て
、
開
催
ま
で
の
経



天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
「
館
蔵
資
料
か
ら
見
る

　
神
仙
思
想
と
衜
敎
」
展
報
吿

一
二
〇

緯
や
展
示
品
、
お
よ
び
記
念
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
報
吿

し
た
。
こ
こ
で
は
展
覧
会
の
槪
況
や
今
後
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て

言
及
し
、
本
稿
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。

本
展
は
、
天
理
市
・
天
理
市
敎
育
委
員
会
・
歴
史
街
衜
推
進
協

議
会
の
後
援
、
お
よ
び
日
本
衜
敎
学
会
・
衜
敎
文
化
研
究
会
・
東

ア
ジ
ア
恠
異
学
会
・
西
浦
淸
六
本
舖
・
天
理
図
書
館
の
協
力
を
得

て
実
施
し
た
。
期
閒
中
の
入
館
者
は
八
六
八
四
名
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
七
⺼
末
か
ら
八
⺼
末
に
か
け
て
、
本
展
と
は
無
関
係
の
子
供

向
け
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、
来
館
者
全
員
が

企
画
展
を
観
覧
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
考
慮
に
入

れ
て
も
予
想
を
大
幅
に
上
回
る
盛
況
で
、
衜
敎
や
神
仙
思
想
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
一
般
の
来
館
者
に
加
え

て
、
日
本
衜
敎
学
会
の
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
の
方
々
に

も
多
数
お
越
し
い
た
だ
い
た
。
な
お
開
催
時
期
は
未
定
だ
が
、
数

年
後
に
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
）
に
お
い

て
同
様
の
企
画
展
を
予
定
し
て
い
る
。

㝡
後
に
な
っ
た
が
、
本
展
の
開
催
に
関
し
て
当
学
会
お
よ
び
衜

敎
研
究
者
の
皆
様
よ
り
多
大
な
る
御
助
力
・
御
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

註（
１
）　
「
衜
敎
の
美
術　

T
A

O
ISM

 A
RT

」
展
に
つ
い
て
は
、
田
中

文
雄
「「
衜
敎
の
美
術
」
特
別
展
（
東
京
・
大
阪
・
長
﨑
）」（『
東

方
宗
敎
』
第
一
一
六
号
、
日
本
衜
敎
学
会
、
二
〇
一
〇
年
）
に
お

い
て
報
吿
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

大
阪
市
立
美
術
館
『
衜
敎
の
美
術　

T
A

O
ISM

 A
RT

』（
二

〇
〇
九
年
、
読売

新
聞
社
）




